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5 万分の l 地質凶幅 よ刀
説明書 11=1

)I( (旭川一第 9 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏民高橋功一

同 石山昭三

はしがき

沼川凶 Iii 国および説明書は， n百平 iJ 39 年から同 41 年Lこいたる延約 180 日の野外調査の

結果を取りまとめたものである。

調査は，白望系分布地域は主として高橋が，第三系・第四系の分布地域は石 ill ・高

橋が協力して行なった。

!野外調音および取りまとめに当たっては，北海道立地下資源調査所長尾拾一昨士，

小山内向地質科長をはじめ，多くの方々の御指導，御協力を賜わった。特に，新第三

系については，当所三谷勝利燃料科長の凋育資料に，第四系についてはサロベツグル

ープの方々との協同作業におうところが多い。また新第三系の lib 回構造について，イ i

II品開発公団事業本部札幌 UJ 張所の吾妻穣所長から有益な助 rei を賜わり，一部資料の呈

供を受けた。

ここに心から感謝の怠を表する。

I 位置および交通

このは|幅は，北緯 45 °10',-..-45 °20'，東経 141 °45'，-..-142°0' の範囲をしめている。

行政区画では，宗谷支庁管内にあり，大部分は稚内市に属しているが，南部のメナ

シベツ川流域は天塩郡豊宮町に，東部の小部分は宗谷郡猿払村にそれぞれ属している。

この地域の交通網は，比較的よく発達している。すなわち，鉄道は，国鉄A北線が

稚内方面より幕別川にそって南下し，図II届中央部の沼川付近から東進して脊稜山脈を

越えて鬼志別・浜頓別へ通じている。 道路網は，道々が沼川市街を中心として，稚内・

鬼志別・豊富の 3 方面へそれぞれ発達しているほか，低地，丘陵地域に農道が，山地
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第 1 図位置!ズ|

j点には林j丘が発j主してし、る。

II .t也形

凶幅地域の地形は， 地質および地質構造を反映して，大きくみると， (1) 東部地

域の山地 i市 ， (2) ，Jg 部地 j或の丘陵および平坦地帯に大出Ijすることができる。なお，東

西両地帯は|羽幅の中央地域を市北に縦断する l幌延断層で境される。

(1) 東部の III 地帯

東部の山地帯は，脊綾山脈を合み， 標高は低いが， 100,.......300 m の一般に起伏に富

んだ山地形を呈する地帯である。

山地帯は，図幅の東端にある脊稜山脈と， ~Li地帯の西部を占め， I幌延断層にそう山

陵とで特徴づけられている。

脊稜山脈は，標高が 200m 以上の 1[1段が南北に連なり， 250m を越える山頂が点在

している。最高峰は 295m である。この山地は，図幅地域の基盤岩層の白望系からな

- 2 ー



りたっており，高いIII稜はおもに砂岩層(イチャンナイ層)で構成されている。なお

な稜山脈は，北方延長へは低く， Iffブj延長へは高くなる傾向があるO

II蛇延断層にそう III肢は，脊陵III脈と同様に標高が 200m を越え，南北に連なってい

る。 最高峰は 259m である。このIf l稜は用'rJ£，同の戸正し、砂右・棟岩で構成され，地層の

ノ七 Itl] とほぼ一致している。

上記の 2 つの III稜の間には，標高 200m 以下の比較的低い地域がみられる。地形復

厄悶によると，標高 150---170 m 以下の凹地が南北にならんで、認められるO この地域

は，白望系および第三系の比較的軟かい地層(泥岩ーなど〉からなりたっている。

(2) 西部の丘陵および平坦地帯

この地帯は，一般にゆるやかな丘陵性の地形を呈しているが，地形的特ちょうから，

さらに 3 つの地域に区分することができる。すなわち，Ii::陵性の山地，平均な丘陵性

の台地，主要河川の流路にそう低地の 3 地域である。

丘陵性山地: この山地は，基盤の地質構造を反映し，油田背斜を形成している，

標高が 200m 内外の丘陵性山地である。増 l幌山地(最高 223.8 m) サラキトマナイ山

地(最高 175 m) 日梨山地(最高 194.1 m) などがあり，いずれも山稜の方向が，北

同々一南々東を示し，背斜軸の方向と一致している。このほか，阿南隅には，山稜の

プJOltl} が上にのベた各 1'1 地とほぼ同じであるが，標高が 100m 内外のやや低い丘陵性の

III 地がみられる O この山地は， l1I1 田背斜を反映するものではなく，新第三系の硬い砂

右・棟岩層(区別層〉で構成されている。

J壬陵性台地: 東部の III 地併の西側や，前にのべた丘陵性山地のまわりには，標高

が， 30m---80m の比較的、ド坦な丘陵性の台地が発達している。 これらの台地は，一

第 2図目梨山地
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第 3 図 開源西方からサラキトマナイ山地を望む

見，平rlJ.面を形成しているようにみえるが，よく観察すると，かなり開析されており，

沖積面にむかつてゆるやかに傾斜している，洪積世の恵北層で構成されている。

河川の流路に沿う低地: 主要河川の流域には，比l肯 10 m---15m のよく保存され

た低位段丘面が発達しており，段丘砂棟層をともなっている。幕別川やサロベツ川の

流域には，沖積地が幅広く発達している。粘土・泥炭からなるもので，標高が 5m--­

15m の平岡な面を形成している。まえにのベた，丘陵性台地との境は，ところにより

急崖を形成している場合がある。

凶l隔地域のほとんどの河川は，脊稜山脈に源を発し，丙んに流路をとって東部地域

の山地を横断し，西部地域で幕別 )11 ，サロベツ川の両河川に統合されている。

それぞれの河川|は， rlJ 地で、は一般に東丙性の流路を取って，南北に連なる山地を横

断しているが，源流地域の小沢には，基盤の地質構造とほぼ等しい市北性の流路を取

るものが多い。

III地質

III.l 地質概説

図幅地域の地質系統は第 4 図に要約される。すなわち，下位から白望系・新第三系・

第四系である。

白星系は， l寸幅の東部地域に複背斜構造をつくって分布し，上部エゾ層群と函関 l層

群とに大別される。

上部エゾ層群は，料相および産1\l 1t~ iから，下{すより泥官を主とするメナシベツ川

-4-



時代|層序 III模式柱状|岩 相|その他
第|謹 1中積層 II王子ミ些斗開粘土 |不整ム
=~ぎ|低位段丘堆積物 Is ±Voooo~ 辺。 γ 。~ :·°1砂輔 |均二
凶暗| ト イ仰ト百主司王二砂川王/巨礁を|シルト質I'I' :J:P;:

戸市恵北層 i241A匡室長抽さt冶1同
円止 1;<I:""" WJ I50 ¥r=c羊毛~o'~ 'O:と l ¥ l の互層

I 'I. 午判ヰヂ4 ¥ ~不整合←構造運動

鮮|更 別 層 11回 I 醐砂岩~僻 I,'b>«A ，，(幌延断層)IJ-- In '1'3 Iｱ I; ・.. .'.'"・. :', ·1 |海倭介化石

新 1:1 勇 知 層|今17 三 |鮒砂岩 「ニ;ifリ化石群)
- I 1250

声 間 層 Is ∞|三主主二三三ヨ泥質~砂質泥岩
j毎穣介化石

珪藻類化石

i毎模介化石

泥岩

層 I IL三二三41質昨
6∞し

第|中|稚内

-.1.，-- 不整合

Iｷｷｷｷｷ'・・ γ に ・ :.:.'1 i尼岩(幕別相)

ヨ新|増 幌層 11~01 三三塁当 fif 併の不規則|叫化石

ロ~~Zι 与ど I (乱堆積の層相を示す)

鬼志別層 110 仁子 ι主 d砂岩 !海草化石(築 r)
紀|世 I --L.. '" ---L.. '" = 1 140 に二己二1砂告・泥岩・石炭層!日

宗谷爽炭層 I I" --Y.Y"-.:ム二号君主|凝灰岩の 層 |七炭

干 ~空言二二|砂岩(蹴て lfr(zazt)
目 測 層 IJ 。じこ三 =L1 4磯岩)の層|峨介化石
団副↑ |比川4ω鋤0ω~仁~ヂ!

へ|習 |イチヤンナイ層副 Is~ゐ刈01 '一 f三三三J壬三←二:と主己三 J三J三f一二三ニ一三三三三三三三 ~Ai 刊号?岩 凝灰許の輔
ト!轟 I· lI: 1lt:1d-c:'U

I-rj , 1450IヤlT v v-v 二二二 v--~-v- ~~ -~~"I
白 γ1 :1=om.-h Irll 巨v...5t -v----Y.--v-..£v 山竺シルト岩質砂岩・シルト岩

川上|尾蘭内層1 6ら主三里竺雪14L7JJJJtTL
亜判部|九線沢層|昨己主オーーの互層
II 1ｷ.1 r I

ー一 ー一一
I~海穣介イ回

一ェ|メ| 上 17∞|己v ぃ孟三二|シル卜岩凝灰岩

浦 I d' I ナ |皆 !±iZ主主三
E

|ソ|シ| 唱 I 主三三一て三三五二三

紀|川|同|べ|中部層~ぷ去三おお判官醤岩と開シルト岩

I'目|ツI h I
世|群 I JIll 昔日 14~0

層 l 層

第 4 図模式柱状図

層，砂岩を主とする九線沢層，シルト岩~細粒砂宥を主とする尾蘭内層に 3 区分され
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る。メナシベツ川層は，さらに上中下の三部層に細分される。産出化石は浦河世から

へトナイ世古期をしめしている。

l極関l層群は，細分することができなかったのでイチャンナイ層として一括した。主

として粗粒砂行で構成され，産III化行はへトナイ!it新期をしめしている。

新第三系は，向車系を不整合におおって脊稜背斜の I両翼に分布している。東翼のも

のは l司幅の東北隅にわずか分布しているだけである。丙翼のものは，ほぼ図隔の全域

にわたって広い分布をしめしている。乙の地域の新第三系は， I幌延断層を境として，

東側のものは，下位の白車系とともに複雑な摺曲構造を形成している。西側のものは，

NNW-SSE 方向の雄行した 3 つの油田背斜一増幌背斜・サラキトマナイ背斜・目梨

背斜ーで特ちょうづけられる。

新第三系は，岩相および産出化石から， 8 層に区分される。下位より，砂岩・泥岩

で構成され海棲介化石を産する曲淵層，天北炭田の石炭層を介在する陸成層の宗谷爽

炭層，細粒砂岩を主とし海棲介化石を多産する鬼志別層，天北油田地域の主要な含油

層で砂岩・棟岩・泥岩からなり乱堆積の層相を示す増l幌層，いわゆる硬質頁岩で特ち

ょうづけられる稚内層，シルト岩からなる芦間層，細粒砂岩を主とする勇知層，礁質

の粗杭砂岩からなる更別層の 8 層である。このうち幌延断層より東に分布する地層

は， f嗣淵層から増幌層までの地層である。また幌延断層以丙の地域は，増幌層より上

位の地層が分布している。なお，地質時代は，曲淵層から声間層までは巾新世をしめ

し，勇知j再・吏別層は鮮新計をしめしている。

第四系は，洪積層と沖積層とに分けられる。洪積層は，標高 30 m---80m の丘陵性

台地を構成し，砂・棟・粘土を主として，亜炭をはさむ恵北層，および河川の流域に

比高lO m---15m の平坦面を作って発達している低位段丘操層とがある。沖積層は，

現在の沖積面を作っている

III.2 地質各説

III.2.1 自室系

白望系は， l沼幅の東部地域に，複背斜構造を形成して分布している。上部エゾ層群・

函関!層群に大きく 2 分される。 と古1\エゾ層群は 3 層に細分されるが，函淵 l層群につい

ては車問う〉できなかった。

III.2.1.1 上部エゾ層群

L部エゾ層群は府中日および産 If:]化石で下位からメナシベツ川層・九線沢層・尾蘭
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メナシベツ川層(新称)

メナシベツ川上流模式地:



この地層は，凶幅地域￠最下部層で，脊稜山脈の西側にそって，南北につらなる脊

稜背斜の軸部を構成し，北はタツニウシナイ川上流から南はメナシベツ川上流地域に

分布し，南接する豊富図幅地域につらなっている。岩相および産出化石から下部層，

中部層，上部層に 3 区分できる。

i) .1 下部層

この部層は， l司幅の東南隅のメナシベツ川上流地域に，北に沈む背斜の軸部を構成

して分布している。背斜軸は断層により復雑に転移しているが，はぼ N-S の方向を

有している。下限は不明である。

この部層は，ほとんど暗灰色，無層理の泥岩からなっている。行灰質団球は比較的

少なし、。層厚は 450m+である，

化石は，凶幅内から採集できなかったが，乙の部層の南方延長にあたる豊富岡l隔の

*Cu-a 層から ， InoceramusuwajimensisYEHARA の産 Iii が報告されている。

i).2 中部層

この部層は，凶幅東南隅の地域にだけ下部層をとりまいて，分布している。砂質シ

ルト岩と灰白色の砂質凝灰岩との互層からなり。砂質凝灰岩は， ときに厚さが 20m

にも達することがある。この部層全体の厚さは 50m 内外である。 この部層を南方の

豊富図幅地域に追跡すると砂岩・シルト岩からなる Cu-b 屑につらなっている。化石

は産出しなかった。

i) .3 上部層

この部層は，東南隅のメナシベツ川上流地域では，下部層および中部層をとりまい

て分布し，また，それより北方￠地域では脊稜背斜の軸部を構成して細長く分布して

いる。タツニウシナイ川上流地域では背斜軸が北に枕降しているため，これより以北

の地域では，との地層が発達していない。なお，巾部層とは，灰白色凝灰質砂宥の上

限で境した。

この部層は，全体的に，暗灰色・無層理のシルト岩で構成され，白色凝灰岩の薄層

をひんぱんにはさんでいる。時に緑色凝灰岩の薄層もはさむことがある。行灰質団球

は比較的多く，化石を含むととが多い。層厚は 700m 内外である。

化石は，石灰質団球中のほか，地層中にも含まれている場合が多い。特に Inoce-

*このほか Gaudryceras dr.tenuiliratumYABE , Damesitessp. Poly ρtychoceras

sp. などの報告がある。
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ramω naumanni YOKOYAMA を多産する。

産出化石は次のとおりである。

CaudrycerastenuiliratumYABE

Damesitessugata(FORBES)

Tetragonitessp.

Eu ρσ chydiscus haradailIMBO

InoceramusnaumanniYOKOYAMA

I. ezoensisYOKOYAMA

T. dr.amak ωensis NAGAO& MATSUMOTO

ii) 九線沢層(新称)

模式地: 九線沢上流
うるや

この地層は，模式地のほか幕別川上流地域や宇流谷川上流地域に分布しており，メ

ナシベツ川層を軸部とする背斜の両翼にみられる。下位のメナシベツ川層との関係は

整合で，急激に砂岩が多くなるところから，この地層にふくめた。

この地層は，緑色の凝灰質砂岩・泥岩・シルト岩および凝灰岩からなりたっている

が，地域により，その層相が異なっており，水平方向への変化がいちぢるしい。

模式地の九線沢上流では，この地層は，上・下の 2 つの層相に分けることができる。

すなわち，下部は，細陳質の部分をレンズ状にはさむ中~粗粒の板状砂右と泥岩・シ

ルト岩のリズミカルな互層で、ある。上部は，凝灰質の細粒砂岩とシルト岩からなりた

っており，薄い灰白色の凝灰岩をはさんでいるが，下部のように，はっきりした互層

をしめしてはいない。

とのような層相を，北方へ追跡すると，この地層は次のように変化している。天北

線の峠付近では，模式地でみられるような上下の層相に区別することができず，泥岩・

シルト岩の部分が多い板状砂岩との大まかな互層で構成されている。タツニウシナイ

川上流では，板状砂岩はみとめられず，特ちょう的な互層部分が失われ，シルト岩中

に砂質の部分が多くなっているだけである。

なお，この地層は，上にのベた岩相的な特ちょうのほか，一定層準に Inoceramus

schmidtiMIC. を産出する特ちょうをもっている。

層厚は，模式地では 200 ill 内外であるが，天北線の峠付近では 80 ill である。

産出化石は次のとおりである。
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Canadocerasdr.kossmati(YABE)

Caudrycer ，αs dr.tenuiliratumYABE

InoceramusschmidtiMIC.

Peteragigantea(SCHMIDT)

iii) 尼蘭内属

1951: 衛藤俊治足蘭内累用

1957: 小山内照ほか 尾蘭内層

1959: 小山内照ほか尾蘭内層

*模式地: 夕、ソニウシナイ川上流

この地層は模式地のほかに，天北線沿線，幕)}IJ川上流，九線沢上流などに，下位層

を軸部とする背斜構造の両翼に分布している。模式地のタツニウシナイ川上流で、は，

いくつもの背斜・向斜をくり返し，ゆるやかな摺曲構造を呈している。

下{立の九線沢屑との関係は整合で，九線沢層の砂岩部がシルト質砂:ITまたは砂質シ

ルト岩(し、わゆる“泥クイ砂岩")に変わるところで境した。

との地層はシルト岩質砂岩を主体とし，シルト岩をはさむ場合がある。九線沢上流

のこの地層は，一般に泥質である。シルト質砂店は，風化した場合，黄褐色を呈し，

ZJネギ状にはげる性質を持つが，新鮮なものは灰緑色~青灰色をしめしている。一般

に軟質細杭で，凝灰質である。

石灰質問球は全層準を通じて多くはないが， II寺に人頭大以下のものが密集している

場合がある。

化石は乏しく，また保存が不良である。わずかに Metaρlacenticeras subtristriatum

(l IMBO) らしい保存不良のアンモナイトと二枚介・巻介の破パーを見出しただけである。

層厚は， 450.........600m 内外である。

III.2.1.2 函淵層;群

i) イチャンナイ層

**1959: 小山内照ほか イチャンナイ肩

*宗谷図幅内の尾蘭内を模式地として命名されたものであるが，ここにあげた地域

は図幅|付での模式地である。

**宗谷図幅内のイチャンナイを模式地として命名されたものであるが，ここにあげ

たのは|ズ l 幅内での模式地である。
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保存の悪、い二枚介・巻介などを産出する。

)晋厚はタツニウシナイ JII では 560m，鬼志別川上流では 400m 十と算定される。

III.2.1.3 白霊系の地質時代と他図幅地域との対比

*根本・山尾の命名による。
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図幅内の白望系の各地層から，上部白望系のa !j:代決定・対比に有効なアンモナイト・

イノセラムスの化石を採集することができた。特にイノセラムスは重要な示準化石に

なり，従来白望系として一括されてきた，乙の地域の白室系の細分，地質時代の決定

および周辺地域との対比が可能になった。

白望系の標準層序では Inoceramus uwajimensis は浦河統下部階に ， Inoceramus

naumanni は浦河統上部階に ， Inoceramusschmidti はへトナイ統下部階に ， Inoceｭ

ramus shikotanensis はへトナイ統上部階の下部に多産する。このことから，図幅内

の白望系の地質時代は，メナシベツ川層下部層は浦河世古期に，同上部層は浦河世新

期に，九線沢層および尾蘭内層はへトナイ世古期に，イチャンナイ層はへトナイ世新

期にそれぞれ相当する。

周辺の図幅地域の白望系との対比は，岩相および化;訂の産出状況から第 1 表のよう

に考えた。

第 1 表 周辺図幅地域の白望系対比表

北海道

棟割慎層序
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国中将策 長尾捨一 小山内l!!:ほか
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東接する鬼志別|司幅との対比は，同凶幅内で化石の産出が乏しく，まだ問題が残さ

れるが，鬼志JjIJI辺幅の南ノ沢層を，その産出化石 Eupachydiscω haradai (JIMBO),

Inoceramusezoensis(YOK) からメナシベツ川層上部層に対比し，またエタンパック
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層はイチャンナイ屑と連続していることにより，去のように対比した。

111.2.2 新第三系

新第三系は，白望系を不整合におおって，凶l隔地域に広大な分布をしめし， ド位よ

り曲淵層・宗待爽炭層・鬼志別層・増幌層・稚内層・声問層・勇知層・更別層の 8 層

に区分される。

*III.2.2.1 曲淵層

1948: 佐々保雄曲淵層

1966: 根本隆文・山尾政美 山湖層

模式地: 宇流谷川中流流域

この地層の分布は，脊稜背斜の東翼では，知来別川・鬼志方Ij川の各上流に狭長な分

布がみとめられるO 西費では，増幌川からタツニウシナイ川・宇流谷川の流域にかけ

て細長く帯状に分布している。増幌川・タツニウシナイ川では，ほぽ北北西の走向で

帽に傾く単斜構造でー列であるが，ニタトロマナイ川・宇流谷川の地域では，上位層・

下位層とともに背斜構造・向斜構造を形成し， 3 子Ijの帯状分布がみとめられる。宇流

谷川|から南方の地域では，下位の白望系と上位の宗谷爽炭層が断層で接しているため

分布がみとめられない。

曲関!層ど白栗系との関係は.傾斜不整合で，白望系最上部層のイチャンナイ層の上

第 7 図 曲沸l層の露頭(ニタトロマナイ川上流〉

*この地層名は，最初，大村一蔵(1928) によって増幌層以下の地層に対し与えら

れたが，佐々 (1948) により再定義されたものである。
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に基)氏傑岩をともなって接しているが，ニタトロマナイ川上流の向斜構造の東翼では，

イチャンナイ層を欠除し，尾蘭内層と接している。曲淵層とイチャンナイ層とが接し

ている場合には，両者とも帯緑色の砂岩であるため，一見区別しがたいといわれてい

るが，基)底礁岩の発達する地域では，基)底機岩の下底に波状面がみられ，両者が比較

的容易に識別できる。特にタツニウシナイ川流域や宇流谷川流域の国鉄天北線の露頭

で明瞭に観察される。

この地層は基底蝶岩・粗~中粒砂岩・砂質シルト岩・シルト岩・凝灰岩からなって

いる。

基底喋岩は，層相の変化がはげしい。タツニウシナイ川流域およびニタトロマナイ

川の中流付近では，帯緑色の厚さ 30.......50cm ていどの細疎質砂岩であるが，南方延長

の宇流谷川の鉄橋付近では，厚さが 2m になり，喋もやや大きくなっている。ニタト

ロマナイ川上流の，まえにのベた尾蘭内層と接するところでは，厚さも 10m に達し，

拳大の亜円撲を持つ顕著な疎岩になっている。この様岩は，脊稜背斜東翼の鬼志別川

流域にもみられる。礁質は珪岩・砂岩・粘板岩などが多い。

砂岩は，この地層の下部と上部にみとめられる。下部の砂岩は，塊状の粗粒~中粒

砂岩で，海緑石をふくみ暗緑色を呈している。一般に，凝灰質で浮石片をふくむこと

が特ちょうである。ところにより植物の破片をふくんでいる。上部の砂岩は，青灰色

の中~細粒砂岩で， }雷埋の発達が比較的良好である。ニタトロマナイ )11 の南方では，

この砂岩はみとめられなし、。

砂質シルト岩および、シルト岩は，乙の地層の中部をしめている。暗灰色または灰色

で，一般に凝灰質である。

凝灰岩は，厚さ 5m 前後の灰白色・細粒・浮石質の凝灰岩で，まえにのベた砂質シ

ルト岩およびシルト岩中にはさまれている。

層厚は，西翼の北部地域タツニウシナイ川で，最も厚く 350m であるが，南方へ漸

次厚さを減じ，ニタトロマナイ川で 140m，宇流谷川では gOm と薄くなっている。

東翼の知来別川では 80m である。

化石は，タツニウシナイ川流域の基底喋岩および宇流谷川流域の砂質\ンルト岩中か

ら保存の悪い二枚介・巻介類を採集したが種属を決定することはできなかった。しか

し，根本・山屋は凶幅内の砂質、ンルト岩中から次のものを報告している。

Portlandiasp.
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Venericardiasp.

Orectos ρira wadana(YOKOYAMA)

Dentaliumsp.

Macomasp.

Yoldiasp.

Peri ρloma sp.

なお，有子 L虫化石については土田定次郎 (1957) の研究があり，図幅内から次のも

のを報告している。

Ha ρ10 ρhragmoidea sp.

Cyclamminaincis(OTACHE)

C. jaqonicaASANO

しかし，曲淵層の地質時代・対比について，決め手となる化石の産出がとぼしく，

*まだ問題が残されている。

**III.2.2.2 宗谷爽炭層

1948: 佐々保雄宗谷爽炭層

1966: 根本・山屋宗谷爽炭層

模式地: 曲淵市街東方の宇流谷川流域

宗谷爽炭層は 凶幅の東部地域に，南北性の摺曲構造によってくりかえし出現し，

帯状に分布している。

下位の曲淵層との関係は，基底傑岩をともなって，不整合関係で接している。この

関係は，天北線ぞいに通ずる宇流谷川林道の切割りやニタトロマナイ JIIの中流で観察

されるが，両者の聞に構造差はほとんどみとめられない。しかし，前にのべたように，

タツニウシナイ川でみとめられた曲演l層の上部の砂岩を，南方へ追跡すると，その発

達をみなくなること，曲淵層全体の層厚が南方へ薄くなること，基底疎岩には，曲調l

キ 知来別図幅の曲沸l層から産出した介化石群が羽幌炭田地域の三毛別層の介化石群

と類似することから，両者が対比されている(服部 (1967))。最近の石油開発公

団の資料によると，図幅内から産出した介化石のうちに，石狩炭田地域の古第三

系紅葉山層の化石を含むといわれ，対比・地質時代について問題が提出されてい

る。

**岡村要蔵 (1912) 宗谷炭田爽炭層・渡辺久吉 (1918) 宗谷層・飯塚保五郎 (1936)

宗谷爽炭層にほぼ相当するが，三者とも曲抑 j層をもふくめている。

- 15 ー



500

Om

A B

-・6

c o E F

Mp

On

Sc

Mg

Cr

図α 臼 b t='::=::~ c 臼 d 臼 e 日 F

A: タツニウシナイ川北支流 B: タツニウシナイ川南支流

C: ニタトロマナイ川(旧宗谷炭鉱附近) D: 宇流谷川北支流

E: 宇流谷 )'1 F: 知来別川上流

a: 喋岩 b: 砂岩 c. 泥岩 d: 浮石片 e: 凝灰岩 f: 石炭

Cr: 白望紀層 Mg: 曲、問 l層 Sc: 宗谷爽炭層 On: 鬼志別層

Mr: 増幌層

第 8 図 曲沸 j層・宗谷爽層・鬼志別層柱状対比図

層から由来した砂岩やシルト岩などの礁をふくんでいること，などから不整合による

曲演 l層の削剥を考えることができる。

宗谷爽炭層は，主として泥岩および中~細粒砂岩からなりたっており，喋岩・凝灰

岩および石炭をはさんでいる。

泥岩は，灰色~暗灰色で凝灰岩質である。風化すると赤褐色の角板状の細片に破砕

しやすい。しばしば菱鉄鉱の団塊をふくみ，植物化石を多産する。

砂岩は，一般に青灰色の細粒~中粒の凝灰質砂岩で，下部には細疎質の部分をふく

んでいる。浮石にとんだ軟弱なものである。しばしば斜層理が発達している。中部に

楚達する粗粒中粒砂岩のなかには，かなり堅硬なものもある。

喋岩は，基底部と下半部に多い。小豆大から拳大以下の，大きさの不揃いな砂岩や

泥岩の亜円礁からなっている。一般にもろし風化すると赤褐色の軟質の砂喋層にな

る。

凝灰岩は，炭層の上・下盤や泥岩中に発達している。白色轍密で，風化するとベン

トナイト状になる。
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石炭層は，脊稜背斜西翼では，ニタトロマナイ川の旧宗谷炭鉱より南の地域で 6 層

.......10 層の炭層を有するが，北部では発達が悪い。東翼の知来別川上流では， 3 層みと

められる。炭層の厚さは，厚いもので、数mにおよぶものもあるが，普通 1m 内外のも

のが多い。石炭は，暗褐色・黒色の褐炭で，風化すると角板状に剥離しやすい。

宗谷爽炭層の層厚は，脊稜背斜西翼では，南部に厚く北部に薄い。すなわち，エメ

ナシオコナイ川では 300m であるが，宇流谷川で 250m，タツニウシナイ川・増幌川

では 140m 内外，さらに北方の宗谷図幅内のケナシポロ川では 70m になり， それよ

り北の地域には，宗谷爽炭層は発達しない。また東翼の知来別川上流では， 120m 内

外である。宗谷爽炭層の層厚変化から考察すると，この地層堆積時の堆積の中心部が，

南の方向にあったことがうかがわれる。

化石は，全層を通じて植物化石を多産する。これらの植物化石については，大石・

藤岡 (1941) の研究があるが，柵井敏雄 (1961) は旧宗谷炭鉱の坑内から阿仁合型化

石植物群の特徴種で、ある次の種を報告していさ。

Glyρtstrobω europaω(BRONG)

Alnuskefersteini(GOEP)

Aesulusmajus(NAIHORST)

III.2.2.3 鬼志別層

1918: 渡辺久吉鬼志別層

1936: 飯塚保五郎鬼志別

1948: 佐々保雄鬼志別層

1966: 根本・山屋鬼志別層

**模式地: 九線沢中流地域

この地層は，宗谷爽炭層と同様に図幅の東部地域に分布している。

宗谷爽炭層とは不整合関係をしめしている。不整合面は不規則な波状面を持つこと

*棚井 (1961) は阿仁合型(寒冷な気候条件)化石植物群をふくむこの地層を，台

島型(温暖な気候条件)化石植物群をふくむ羽幌炭田地域の羽幌爽炭層より下位

の層準としている。佐藤誠司 (1962) は，花粉化石の研究から羽幌爽炭層よりも

むしろ上位の層準である築別層の下部含炭層の花粉(寒冷な気候条件をしめす〉

と類似しており，服部による曲同l層・三毛別層の対比から両者の対比が妥当であ

るとしている。

料 ここにあげた模式地は，図幅内に模式的に発達する地域である。
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が多く，基底喋岩が発達している。しかし構造差はみとめられない。

基底礁岩は，厚さ数 cm.......50cm ていどで，北部で厚く，南部で薄くなる傾向があ

る。礁は珪岩・粘板岩などの古期岩類のほか，下位の爽炭層から由来した砂岩・泥岩

の礁や炭礁などである。指頭大から拳大以下の亜円礁である。

基底喋岩の上部は，全体として，青灰色の細粒砂岩からなりたっているが，暗緑色

の中~粗粒砂岩や泥岩をはさむとともある。下半部の砂岩層には，海緑石を多量にふ

くんでいる。

層厚は 80m.......100m である。

化石は，全層にわたって，二枚介・巻介のほか，腕足類・単体珊瑚・ウニ・鮫の歯

*などの化石を比較的豊富にふくんでいる。産出する主要な介化石は次のとおりであ

る。

Periρloma besshoensis(YOKO.)

Portlandiascapha(YOK.)

P. japonic α(ADAMS & REEVE)

Macomaoptiva(YOK.)

M. tokyoensis(YOK.)

Venercardi αsp.

Nuculanasp.

Seri ρes sp.

Malletiasp.

Turritellasp.

なお，有孔虫化石について土田定次郎の研究がある。

III.2.2.4 増幌層

1928: 大村ー蔵増幌層十幕別層

1936: 飯塚保五郎増幌層+幕別頁岩層

1948: 佐々保雄増幌層

1962 ・ 1963 : 三谷勝利ほか増幌層

1966: 根本・山屋増幌層

模式地: 曲調l市街東方の宇流谷川流域

*羽幌炭団地域の築別層の化石群に類似している。
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増幌層の分布は，大きくみて，次の

3 地域がある。 a，脊稜背斜の東翼で，

図幅東北 l惜の知来別川上流地域， b，脊

稜背斜西翼で，幌延断層以東の北は増

幌JII から南はメナシベツ JII にし、たる地

域， C, I幌延断層の丙側の増幌山地地

域の 3 地域である。

a の地域は，下位層とともに半舟底

型の知来別向斜を形成し，その軸部に

分布している。

b の地域は，図幅内で最も広い分布 r200m

を占めているが，構造的にさらに次の
ト 150

ように 3 区分できる。すなわち，宇流

谷川より北の地域で，下位層とともに

西に傾斜する単斜構造を呈しているも

:砂岩 b: 礁岩 C: 乱堆積相
の，幕別川から南の地域で，全体的に

d: シルト岩 e: 泥岩 f: 凝灰岩

向斜構造を呈しているもの，前二者の
g: 石炭 h: 露頭なし

東側に位置し，マクンベツ向斜の軸部第 9 図 宇流谷川流域の曲淵層~増幌層の柱

を形成しているものなどである。 状図(下位より A ・ B ・ C 連続柱状〉

c の地域は，南に沈む増幌背斜の軸部を構成している。

なお， b の宇流谷川より北の地域および c の地域については，三谷勝利ら (1962 お

よび 1963) の詳細な研究がある。

下位の鬼志別層とは整合関係をしめしている。

増幌層は，泥岩・砂岩・礁岩の互層で構成されており，間には，しばしば偽層や層

間摺曲などの異常堆積物をはさんでいる。また， b の地域の宇流谷川より北の地域，

および増幌山地に分布する増幌層は，上部に暗灰色の泥岩が卓越している。乙れは幕

別相と呼ばれている。

増幌層は，水平・垂直方向の岩相の変化がはげしく，岩相による層序の細分は困な

んである。大まかに， i) 礁質組粒砂岩~陳岩の卓越した岩相， ii) 砂岩・棟岩の互層，

iii) 砂質泥岩・泥岩を主とした岩本目， iv) 泥岩や砂岩の同時礁を持つ乱堆積の岩相
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一ーとの岩相は b の地域に特に顕著であるーーの 4 つの岩相に区分することができ

る。しかし，それぞれの岩相は，規則的に累重してはいなし、。

喋岩は，一般に指頭大の円棟~亜門擦が多いが，時に拳大以上の礁もみとめられる。

喋種は，珪岩・粘板岩・輝緑凝灰岩などの古期岩類が多いが，自室系や下位の新第三

系からもたらされた泥岩・砂岩・凝灰岩の陳もある。

砂岩は，組粒・中粒・細粒と，種々の粒度から構成され，一般に硬いが，風化面で

は比較的軟弱になる。粗粒砂岩は，淡灰色を呈し塊状であるが，なかに，いわゆるア

ルコーズ砂岩状のものや，浮石をふくむ凝灰岩質のものもある。中~細粒砂岩は，灰

第 10 図増幌層の砂岩泥岩互層

鞍

相層の積堆性
一
骨
却

糊
一

図第



青色~陪灰色を呈し，板状層理が発達する。細粒砂岩のなかには，偽層状葉理の発達

するものもある。また，喋岩・砂岩のなかには， しばしば炭塊や炭片をふくんでいる。

泥岩は，暗灰色を呈する塊状の砂質泥岩で，玉葱状構造をしめしている乙とが多い。

層厚は，背斜構造・向斜構造および断層により，全層厚を計測することができない。

しかし，上部の幕別椙の一部をふくめ， ほぼ全層が露出する宇流谷川では， 1 ,500 m

に達している。

化石は，介化石はほとんど産出しないが，有孔虫は，土田によると全層準にわたっ

て産出するといわれている。

III.2.2.5 稚内層

1918: 渡辺久吉稚内層

1936: 飯塚保五郎稚内頁岩層

1948: 佐々保雄稚内層

1962 ・ 1963 : 三谷勝利ほか稚内層

*模式地: 九線沢下、流，目梨背斜地域

この地層は，幌延断層の以西に背斜構造を形成して分布している。すなわち， a 増

l幌山地の増幌層がつくる増l幌背斜の両翼， b サラキトマナイ山地のサラキトマナイ背

斜， c 日梨山地の目梨背斜， d 目梨背斜と幌延断層の中間に位置する奥目梨背斜であ

る。

下位の増幌層との関係は，図幅内では増幌層を背斜の軸部とする増幌背斜地域にだ

第 12 図稚内層の露頭(奥目梨背斜)

*ここにあげた模式地は図幅内で模式的に発達する地域である。
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けみとめられる。乙の地域では，増幌層の泥岩相一幕別相ーとの境は明瞭に区別され

るが，構造差はなく，整合的である。しかし，両者の関係を，南方の豊富図幅地域に

*追跡すると，いちじるしい傾斜不整合がみとめられている。

稚内層は，全層を通じ，いわゆる硬質頁岩と呼ばれるものであるが，そのなかに，

灰白色の堅硬な凝灰岩や暗緑色の凝灰質細粒砂岩をはさむ場合がある。

硬質頁岩は，その岩相的特ちょうから，堅硬な珪質泥岩で，割ると小さいやじり状

の細片になるもの，暗灰色のやや砂質または凝灰岩質の硬質頁岩で厚い板状層理をし

めすもの，風化すると淡黄色の年輪状縞模様のできる暗灰色のやや硬い泥岩で，珪藻

類や有孔虫化石をふくみ，泥灰質団球をともなうもの，などがみとめられる。稚内層

は，これらの岩相が互層したり，単独で塊状を呈したりするが，岩相の水平方向への

変化がはげししその累重関係に規則性がない。

層厚は，増幌背斜地域で，西翼 420 m-600m，東翼では 380m-400m であるが，

そのほかの地域では下限が不明のため計測で、きない。

化石は，二枚介・巻介などの介化石や有孔虫化石を産出するといわれるが，今回の

調査では採集できなかった。三谷らは，増幌山地のこの地層から次のものを報告して

いる。

Lucinomaacutilineata(CONRAD)

Conchocelabisecta(CONRAD)

Linthiasp.

Cyclamminajaρonica ASANO

なお，有孔虫化石については土田の研究がある。

III.2.2.6 声間層

1936: 飯塚保五郎戸間頁岩層

1948: 佐々保雄芦間層

1962 ・ 1963: 三谷勝利ほか声問層

1966: 根本・山屋声間層

模式地: 沼川市街地周辺

乙の地層は，幌延断層の西側に広く分布している。

*石田義雄 (1930) が主として幌延東方(松尾沢付近)で， この不整合を指摘して

いる。
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下位の稚内層とは，増幌背斜地域では，硬質頁岩の上限を地層の境とするが，サラ

キトマナイ背斜地域では，戸問層の基底に白色凝灰岩や細擦をともなっている。また

奥目梨背斜地域では，薄い緑色砂岩からとの地層とした。いずれの地域でも両者の関

係は整合である。

声問層は，全層を通じて灰色・塊状の砂質泥岩からなっている。まれに，凝灰質砂

岩や浮石質凝灰岩の薄層をはさむことがある。また，珪岩や粘板岩などの古期岩類の

礁をふくむ乙ともある。

一般に，声問層の下部は，やや硬質の泥岩で構成されているが，上部になると，凝

灰質で珪藻類化石をふくみ，塊状で軟質な砂質泥岩にかわっている。砂質泥岩は，風

化すると淡灰色になり，水酸化鉄の浸潤によって黄褐色の年輪状模様ができている。

層厚は 500m 内外である。

化石は，珪藻類のほか，海棲介化石を産出する。介化石のリストは佐々により報告

されているが，根本・山屋は奥目梨背斜東翼で次のものを報告している。

Turritellasp.

AcilaKurodaiKANEHARA

A. sp.

Thyasirabisecta(CONR)

MacomatokyoensisMA K

M. sp.

なお，有孔虫化石の産出は比較的少ないといわれている。

III.2.2.7 勇知層

1918: 渡辺久吉勇知層

1936: 飯塚保五郎勇知砂岩層

1948: 佐々保雄勇知層

1965: 三谷勝利・魚住悟・藤江力 勇知層

模式地: 抜海図幅内の勇知付近

この地層は， I幌延断層の西側にそって，上声問から上豊別までの地域に，ゆるい舟

底型の向斜構造を形成して分布している。また，凶幅の西南隅には，北北西の走向で

西へ傾斜した帯状の分布がみとめられる。

下位層の声問層とは，整合漸移している。芦間層の上部で砂岩の卓越するようにな
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るところから勇知層にふくめた。

この地層は，青灰色~暗育色・塊状の泥質砂岩および細粒砂岩からなりたっており，

漸次土位へ粗粒化する傾向がある。まれに喋質砂岩をレンズ状にはさむ場合がある。

層厚は， 200m，........250m である。

*化石は， I司幅内では採集できなかった。

キ*

III.2.2.8 更別層

1965: 三行勝利ほか更別屑

模式地: 抜海図幅内，稚内市抜海海岸

この地)再は， I司 III肩の西市|叫に，南西に傾斜した単斜構造で分布している。

トイ立の勇矢II層とは，整合漸移であり，合礁砂岩の卓越したところから更別層にふく

めた。

!疋 7JIJ)~は，茶掲色の喋岩~合喋砂岩と中~粗粒砂岩との互層で，細粒砂岩の卓越し

たところもみとめられる。棟岩~含喋砂岩の礁は，指頭大の円探~亜円礁で，ときに

挙大のものもある。喋は，珪岩や硬砂岩・粘板岩などの古期岩煩や白望系・新第三系

から由米した堆積岩類もある。砂岩は，偽層層理の発達した軟質のもので，時に泥岩

の精)脅を介在することがある。

層厚は 150m 内外である。

三谷らは，抜海凶1[1肩で，この地層を上下の 2 部層に区分しているが，この図幅内で

は区分できなかった。図|幅内の更別層は，抜海|司幅の下部層に相当するものと思われ

るO

*})dW図幅の模式地付近で，三谷らは次の侵を報告している。

Acilasp. , Venericardia sp., Mactra sp., Mercenariastimpsoni(GOULP) ,

Macoma0ρth'a YaK., TurritellajortilirataSow.

料 「更別居」の地層名は，渡辺久吉(1 918) がサラベツ(砂礁)層としたものに対

し，佐々 (1948) が模式地を豊富町芦川東方に指定して新第三系の最上部層とし

て命名したものである。しかし，この地層の記載を読むと，むしろあとからのベ

る恵北層に相当するものである。---:谷らの抜海図幅 (1965) で使用した更別居は

模式地を抜海海岸に指定し，佐々が勇知層とした地層の機質砂岩の顕著な部分に

対しあたえたもので，模式地の抜海海岸からは，滝川化石動物群に属する海棲介

化石を産出し，佐々の更別居とは明らかにことなっている。この図幅で更別層と

した地層は，分布が抜海図幅地域から連続しているので，三谷らにしたがった。
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化石は図幅内から，やや西へはずれた，開源西方の国道のカッテインクーから保存の

悪い二枚介を採集したが，種属を決定することはできなかった。なお，三谷らは，棋

式地で多くの化石を採集し，乙の地層の地質時代について下位の勇知層とともに鮮新

*世をしめすものとしている。

III.2.3 第四系

図幅内の第四系は，洪積世の恵北層・湖成堆積物および低位段丘地;積物，沖積 !ll: の

沖積層などである。また，地質問にはしめさなかったが，利尻火山の l噴出物と考えら

れる火山灰層も分布している。

III.2.3.1 恵北層

1936:

1948:

1965:

1965:

*山
村
層
料

川
林
層

沼
層
北

林
一
層
十
沼
恵

川
層
兜
。
ブ

沼
別
一更
か
ル

郎
ほ
グ

五
雄
利
ツ

保
保
勝
ベ

塚
々
谷
ロ

飯
佐
三
サ

模式地: 国鉄天北線恵北駅前の崖(宗谷図IIJ福内)

この地層は，凶幅の中央部地域から西部地域に，標高 20 m---80m の位置に，やや

平坦なゆるやから丘陵地形をつくりながら，分布している。

*三谷らは模式地の抜海海岸から Mytilus sp., Patinoρecten d. 倒的tonbets­

uensisAKIYAMA.P.spp., Serriρes groenlandica(BRUG)Dosiniatatsunoｭ

kutiensisNOMURA, Dosiniasp., Soletellina(Nuttallia)commond α(YaK.)

P仰oρ eja ρonica ADAMS, Sρisula l叱yii (GABB) , Mactrasp.Myacunaieｭ

/ormisBOHM などを報告し，北海道主部地域の代表的な鮮新世の化石動物群

である“滝川 1-- 木別化石動物群"に類似するとのべている。

料飯塚の沼川層は，新第三系の最上部層とし，従来サロベツ層(渡辺久吉 1918)

とされた地層に対比している。地質時代は別にして，分布や回相は，この岡幅

の恵北層とほぼ一致している。

*料 佐々は，更別居と沼川層との間に不整合をおき，前者を鮮新世，後者を更新 ttt

としたが，両者の i直接の関係を記載していなし、。なお，田川回の模式地とした

沼川駅付近の崖には，戸間層が分布し，史別層の模式地とした豊富町芦川東方

地域は，サロベツグループによると恵北層の準模式地として指定されている。

材料 サロベツグループの恵北層は，図幅地域周辺の，従来の沼川田を再定義し たも

のであり，この凶幅中央部の沼川付近を It:! 心に広く分布する地層については，

あまり言及していな L 、。
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Sb: 更別層 Kh: 恵北層

第 13 図 更別居と恵北層との不整合の露頭(関源西方)

一般に層理の発達が思いが，ほぼ水平か，それに近い傾斜をもって，下位のいろい

ろな地層の構造とは全く無関係にかさなっている。

乙の地層は，その層相および分布から，大きく A相・ B相に 2 分する乙とができる。

*1) A 相

A相は，地形の項でのベた東部地域山地帯や，増幌山地・目梨山地などのやや急峻

な山腹が，やや平坦な台地域に移りかわるところに，標高がほぼ 50 m---80m の平坦

な緩斜面を構成して発達している。

A相は，ほとんど瞭層からなりたっている O とくに，西部山地のタツニウシナイ川

からニタトロマナイ川までの山麓部にいちじるしく，との地域では，人頭大以上の巨

礁の発達がみられる。これらの礁は，低地にむかつて漸次小さくなる傾向がある。そ

れと同時に砂層や粘土層をはさむようになり，次にのべる B相に連続している。また

偽層層理の発達した砂喋層もみられる。

礁は，基盤の地質を反映して，増幌層で構成される東部の山地帯の山麓部では，ほ

とんど増 l幌層の傑岩から由来した礁で構成されている。サラキトマナイ山地や目梨山

地の山麓部では，稚内層や戸問層などから由来した硬質頁岩や泥岩の偏平な礁が多い。

厚さは 40m 内外である。

化石は見出されなかった。

*飯塚・佐々の沼川層に相当するものであろう。
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第 14 図 恵北層 B 相の露頭(関源西方)

患.it '駅

:tmヲ勿ぞモ 買

火山灰 .fr!f

土 15J~1
B~

:Jt 次一山

B!J'

石り 棟

受男 I) 雇

第 15 図恵北層柱状図
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*2) B 相

B相は，標高がほぼ 40m 以下の地域にみられる。 ζ の相が，良好に発達する地域

は，凶幅地域よりもむしろ両隣の抜海図幅地域や北隣の宗谷図幅地域であるが，この

図l隔地域でも，樺同周辺や開源の西方地域によく発達している。

B相は，未凝固の砂礁の部分を主体とし，粘土層・泥炭などをはさんでいる。

砂礁の部分は，操層と砂層の互層するもの，単に砂醗層からなるもの偽層をしめす

ものなどがみられ，地域により層相は，ことなっている。喋層は，一般に指頭大の礁

を主体としているが，挙大以上の礁をふくむ場合もある。疎種は， A相と同じく，増

l幌!冒に山来するもの，稚内層，声問層に由来するものなどである。

粘土層は，一般に，青灰色の粘土からなりたっているが，指頭大から挙大までの傑

をふくみ，磯交り粘土が比較的多い。

泥炭層は，多くの場合，粘土の部分に介在している。大部分が，ヨシの茎や葉から

なり，まれにヤブギ・シラカパの樹枝をふくむ場合もある。なお，泥炭層のなかには

Meniantes(ミツガシワの種 T) や昆虫類(タマムシ，ハサミムシ)の化石をふくん

でし、る。

層厚は 40m..--.;50m である。

忠北層の A • Brilij相の相互関係は，第 16 凶にしめしたように側方変化であり， そ

れぞれ次にのべるような堆積環境を表現していると考えられる。すなわち， A相は，

冊一 巳畑一→← ~A 組

150

100

幕

引

川

上

声

聞

50

Om ..lニー=ー KI

主一戸三 E乙ー」脚 m --
KI

Mp: 増幌層 Kt: 戸間層 Yc: 勇知層 AI: 沖積層

第 16 図 恵北層の層相変化図

キ サロベツグループの恵北層は主としてこの層相を対象としている。
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4.000 円、

J E22JaEヨ b illIillc

a:)宮北層 A相 b: b 恵北層 B相 c: 湖成堆積物

第 17 図 地形復元図と恵北層・湖成堆積物の分布との関係 ~l

扇状地堆積物など河成堆積物であり，また B~; 日は，湖沼の周辺や海原の堆積物と考え

られる。

地質時代については，サロベツク、、ループが，泥炭からの化石以外に，泥炭の花粉分

析を行なっている。乙の結果，明確な地質時代を決めていないが，中位段丘形成期よ

りも古い古期洪積世の地層であろうと推定している。

III.2.3.2 湖成堆積物

地形の項でのべた山地帯に，すなわち，宇流谷川や九線沢の上流地域で，白望:系や

第三系の曲淵l層などの地層をおおって，ほぽ水平な軟弱な地層が分布している。この

地層の分布を，確実に追跡して，地質図上に表現することはできなかったが，一応標

高 150m.......， 170m の凹地を埋積した形で発達しているものと考えられる。

この地層は，未i疑問の暗灰色~青)氏色のシル卜質粘土と，指頭大の礁をふくむ砂瞭
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層およびレンズ状の喋層とからなりたって

おり， リズミカルな互層を形成している。

化石はまだ見出されていないが，その層相

から湖成堆積物と考えられる。

恵北層との関係は，今のところ不明であ

るが，一応同時期の堆積物と考えられる。

層厚は 25m 内外である。

III.2.3.3 低位段丘堆積物

幕別川!の本流および支流(タツニウシナ

イ川・ニタトロマナイ川・宇流谷]/[)メナ

シベツ川の本流・支流(九線沢)などの川

岸に段丘を形成して，段丘喋層が分布して

いる。

段丘E礁乗層は，増幌層.稚内層.声問層な

どから由来した磯で

の厚さは 5m 内外でで、ある O

III.2.3.4 沖積層

図幅の西部地域の主要河川，幕別川やサ

ロベツ川|の流域には，比較的幅広く沖積面

雇

ぅ J~ ト積粘土

粘土

五回検'It 'J Dリh

-ti'~
細僚交')司}

砂(按;属 3是正)

:"n ト騎粘土

組主安定 I) 砂

(
11m

ナ120L 二ア一二一----，

E 占叩手 l:i:·P 入:υ ,
いW手.かパ 11~ 11

40L 斗ιぷぶム斗よ AI

第 18 図 湖成堆積物柱状図(宇流谷

川上流)

第 19 図 幕別川流域の泥炭地
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を発達させて沖積層が分布している。沖積層は湿地帯を形成している場合が多く，主

として粘土・泥炭からなりたっている。

III.3 地質構造

凶幅地域の地質構造は，幌延断層を境いにして，その東側と西側に，大きな差異が

みられる。東側のものは，白望系および新第三系が，摺曲および断層によって複雑な

地質構造を呈しているのに対し，西側のものは，新第三系の雁行状に配列しているド

ーム状の 3 つの油田背斜によって特ちょうづけられている。

口 A

8 8

図c

図。

巴 E

P<F

〆 e

/H

A: 声間層より上位の地層B: 稚内層 c: 増 l幌層

D: 曲関l層・宗谷爽炭層・鬼志別層E: 白重系

F: 背斜軸 G: 向斜軸 H: 断層

1 幌延断層 2 脊稜背斜 3 ウベタγ背斜 4 有明背斜 5 知来別向斜

6-~クンベツ向斜 7 増幌背斜 8 サラキトマナイ背斜 9 目梨背斜

第 20 園地質構造図
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III.3.1 幌延断層よリ東側の地質構造

摺曲構造

摺曲構造は，大局的にみると，軸部に白星系が分布している脊稜背斜を中心として，

東側および西側へ，背斜・向斜をくり返しながら，より上位の地層を発達させている。

肯稜背斜は，脊陵山脈にそって認、められる。一般に北へ沈降する形態をとるため，

I請には下位の地層が，北には上位の地層が順次軸部を構成している。背斜軸は，南部

では NNE-SSW ，中部から北部では N-S---NNW-SSE の方向で，断層に切られ

ながらもサ t;追跡できる。

脊稜背斜の東側の背斜としては，知来別川最上流部地域と幕別川段上流部地域にみ

られる背斜が顕著である。いずれも白星系が軸司法構成するもので，背斜軸は脊稜背

斜とほぼ平行であるが，逆に南へ沈降している。

脊稜背斜の両側の背斜構造としては，ウベタン背斜と有明背斜が顕著である。

ウベタン背斜は，自宅系の最と部層(イチャンナイ層)が軸部を構成し，その両翼

に新第三系を分布させている。明瞭に背斜構造が認められるのは宇流谷川の流域で，

ニタトロマナイ川より北方では，丙へ傾斜する単斜構造にかわり，幕別川より IfI の地

域では，断層によりはっきりと追跡できない。

有明背斜は， Iオi幅の l有部地域にあり，宗谷央炭層が，背 j4 の軸部に分布している。

背{j ~;j 軸の方向は，はぼ N-S で，北へ沈む半ドーム状の形態がみとめられる。なお，

この背斜の四翼部は，背斜軸とほぼ平行な幌延断層により切られている。

向斜構造として顕著なものには，知来別向斜・マクンベツ向宇!などがある。

矢口来別向斜は，脊稜背斜の東側に位置し，凶 III面北東隅に認められる。軸部には新第

三系の増幌屑までの地層が分布し，やるやかな北に聞く盆状構造を形成している。

クマンベツ向斜は，脊稜背斜とウペタン背斜にはさまれた地域にみとめられ， Qil+1 部

には新第三系の i山湖)脅から増幌層までの地層が分布している。この向斜は，ニタトロ

マナイ川流域からエメナシオコイ川流域までの地域に，比較的ゆるやかな，市北に調 II

長い舟)底型の形態をしめしている。

上記の知来日Ij・マクンベツ i山j向斜のほかに比較的顕著な向斜構造として，天北線沿

線の脊稜背斜の rib] 翼に認められるものがある。これらの向科は，東翼のものはイチャ

ンナイ層，両翼のものは尾蘭内層と，いずれも自主系の分布する地域である。また幕

別川以南の地域で， I幌延断層の東側に分布する増幌層は，断層によりかなり乱されて
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はいるが，全体として一つの I~'J料構造を形成している。

(2) 断層構造

この地域の断層は非常に復雑である。しかし，全体的にみると

a) 地層の走向と斜交するもの

b) 地層の走向とほぼ;平行なもの

c) 地層の走向とほぼ直交するもの

以上の 3 つの断層群に，大きく区分することができる。

a) の地層の走 loJ に斜交する断層は， さらに NW-SE 方向， NE-SW 方向の 2 つ

の断層群に Ix: 別することができる O

はiJ 者の NW-SEh 向の断層は，脊綾背斜地域で白単系の各地層を切り，後書の NE

-SW 方向の断層により切られている場合が多い。 このような断層系統は，新第三系

の 11f]淵層堆積前に，すでに形成されていたと考えられる。

後者の NE-SWh 向の断層は，新第三系を切る場合が多し、。特に幕日 ilJ11 一宇流谷

川流域でウベタン背斜ーマクンベツ向斜などを切るものが顕著であり，北部地域と|有

郎地域の新第三系の構造に大きな差異をケ-えている。この系統の断層は，白星系の分

布地 J点では，脊段背斜などの摺山構造を切り，この地域の地質構造をより復雑なもの

にしてし、る。

b) のj也!骨の主|ム j とはほ、平行な断層は，ところにより， JjiJ>;~ a) の断層系統と|五日 il し

にくい場台もあるが， a) の 2 つの断層系統を切っている。全体的に，ほぼ N-S---N

NW-SSE の五向である。なお I幌延断層はこの系統の断層で，洪積世の恵北層にお

おわれている。

c) のj也層とほぼ|白ー交する断層は，小規棋な!li n]切り断層で，落差も小さい。この系統

の断層は，北部の l幌延断層の東側に沿う哨 l幌!普や， I討古 I; の有明背斜地域などに顕著に

みられる。

III.3.2 幌延断層よリ西側の地質構造

この地域の J由貿構造は，復雑な摺曲や断層により去損されている東側の地域に比べ，

比較的簡単な地質構造を示している。すなわち，この地域は NNW-SSE のみ向に昨一

行状に配列している増幌背科・サラキトマナイ背斜・ [J 梨背斜などのドーム状の背斜

構造で特ちょうづけられている。

これらの背斜構造は，天北地域の油田構造を形成するもので，その詳細は別項の石
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油の項で述べるが，その概要は次のとおりである。

凶中高の中央北部地域を占める増幌背斜は，軸部に増幌層が，その両翼に稚内層が分

布している。両翼の傾斜は 50° 内外で，ほぼ対称な背斜である。増幌背斜の西側にあ

るサラキトマナイ背斜は，軸部が稚内層からなりたっているもので，両翼の傾斜が

15° 内外のゆるやかな 2 つの背斜がみとめられる。図幅の中央部から南部地域に拡が

る目梨背斜も軸部が稚内層からなりたっている。両翼の傾斜は東翼が 30°，....35°，西翼

が 10°.--15° の非対称の背斜である。また，メナシベツ川流域には，目梨背斜と幌延断

層の問に奥目梨背斜がある。この背斜も軸部が稚内層からなりたっているもので，背

斜の主体は南の豊富図幅内に分布しているが，この図幅内では，稚内層が北に沈降す

る背斜の北端がみとめられるにすぎない。

向斜構造は，上記の各背斜にはさまれた低地域に推定される。しかし，この低地域

は第四系の恵北層や，沖積層におおわれ，向斜構造の確実な形態、をとらえることはで

きない。特に顕著なものとして，増幌背斜と l幌延断層との聞に，ゆるい舟底型の盆状

構造が認められ声問層・勇知層が分布している。この向斜構造は南部地域の奥目梨背

斜の東翼まで追跡できる。

西部地域の断層としては， とにのべた背斜の地域に，背斜軸にほぼ直交する NE­

SW 方向 E-W 方向の小規模な胴切り断層が顕著である。この断層は，東側の地域の

c) の系統と同様な断層と考えられる。このほか顕著な断層としては，サラキトマヲイ

背斜の西翼に，背斜軸とほぼ平行な断層が存在する。この断層の南方延長は沖積層下

に埋没され追跡できないが，東側の b) の断層系統， すなわち|幌延断層と同じ性格を

持つものと考えられる。

IV 鉱産資源

IV.! 石炭

図幅地域は，古くから天北炭固または宗谷炭田とよばれた産炭地域の一部である。

かつて宗谷炭鉱(ニタトロマナイ川流域〉・稚内炭鉱(曲淵〉などが盛業していた

が，業界の不振によって閉 ~J~，調査時には，赤松炭鉱(幕別川流域)・有明炭鉱(有

明)などが小規模ながら採J属を続けていただけである。

炭層を挟有する宗谷爽炭層は， J幌延断層の東側で，脊稜背斜の東翼地域(矢口来別川

上流)，丙翼地域，および有明背斜地域に分布している。なかでも，主要な分布は両翼
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および有明背斜地域である。なお，この地域に

ついては，根本・ IU屋の詳細な研究報告がある。

両翼地域

北は増幌川から南はメナシベツ川まで図幅地

域を南北に縦断して分布している。

炭層は，上位から 1 番層---10 番層までの 10

層が知られているが，稼行炭層は 5---6 層であ

る。

炭層の発達が最も厚く発達する地域は，南部

の九線Uてからエメナシオコナイ川の地域であ

る。 とくに， 7 番層 (ILl丈 505em，炭丈 363

em) ・ 8 番層(山丈 520em，炭丈 465 em) が

最も厚い。しかし，このような炭層条件にもか

かわらず，立地条件が劣悪なため，まだ開発に

はいたっていない。

括

:n~

半

最

図

ニタトロマナイ J IIから幕別川にし、たる地域で

は， 7 番層より上位の炭層が良好な発達をみせ，

1 番層---7 番層が，宗谷炭鉱・稚内炭鉱・赤松

炭鉱などで稼行の対象となっている。稼行炭層

は，一般に山丈 100 em,.....,300 em，炭丈 100em

,.....,150 em である。

炭質は，日本工業規格(l IS M 1002) による

炭質区分で褐炭に属し，発熱量は， 4 ， 000，.....，5 ， 700

cal.，水分 12 ~~，...，18%灰分 9 %---20(時に 40 ，C:~

に達するものもある〉ていどである。

有明背斜地域

との地域では，背斜構造を形成しているため，

爽炭層の下限が不明である。根本・山屋の，西

翼地域との炭層対比によると， 7 番層より上位の炭層が発達している。現在，有明炭

鉱で小規模な採掘を行なっているが，稼行炭層は， 4 番層(山丈 314 em，炭丈 225
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em) ・ 5 番層(山丈 305 em，炭丈 170 em) ・ 6 番層(\II丈 338em，炭丈 148 em) の

3 層といわれている。

知来別川上流地域

知来別川上流地域では，炭層が 3 層みとめられる。両翼地域との炭層対比はまだ確

立されていない。炭層の厚さは， ILl 丈 108 em---352em ，炭丈 80em---250em で比較

的厚し、が，まだ開発にはいたっていない。

IV.2 1"1tl1i および構造性天然ガス

|ヰl隔地域は京行油田とよばれ， J円Illyt"PJ~;:1 ・ II 梨IIT~;、↓・サラキトマナイ 117科の 3 つの

illlLU背剥が，それぞれ NNE-SSW 方向の延長性をも寸て府Hi状に向日夕 IJ している。

増幌背斜

増幌層を軸核とする背斜で，延長はが)9km ， I隔がJ4kmで，傾斜は東翼が 40，......50° ，

両翼が 50---60°である。図幅地域には，その南半部が分布し，背斜軸は，南方に沈降

してし、る。

乙の背斜は，大正 12 年，村井鉱業料により試掘され，成功をおさめている。 31 の

坑井があり，現在までの総産油量が約 8 ， 000 kl に達する。現在は庵坑になっている。

産油層は，深度 200 m--400m の噌II蝿層のもので，深部については， 日本行計l側が

1 ,340 m の試掘を行なったが， 650m以ドには油層がみとみられなかったの

十j 梨背斜

この背斜は，延長約lO km ，幅約 2km で，傾斜は，東翼が 30---35° ， I)可翼が 10 ，......

15° の非対称の背斜である。 l司幅地域は，その北半分が分布しているの

増幌背斜と同様，大正 4 年，村井鉱業料により試制され成功したの 19 の坑)j:があっ

て，現在までの総産油量は 3 ， 000 kl である。現在では!者坑となっている。

坑井資料によると，稚内層は深度 200 m---300m までで，そのド部は増幌)胃の{jt};!f f·

泥宥の互層となっている。深度 450 m---550m の間に含油層がある。 昭和 10 年，日

木石油側により1， 419 m の試掘を行ない，明 III見層の深部の保育を h・なぺたが成功して

いなし、。

サラキトマナイ背斜

この背斜は，延長約 12km ，幅約 8km の 2 つの背科軸を持つ二垂背斜で，両賓の

傾斜は 20° 前後である。なお，丙翼には，走向方向とほぼ同じ方向の断層によって切

られている。
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この背斜に対する試1JHlは，昭和 26 年・ 27 年，帝国石till闘によって， R1 号 (1 ， 200.15

m) , R2 号(1， 208.50 m) の 2 本が掘さくされたが，いずれもガス徴をみただけで，

f老油にはいたらなかった。

ぷtl:11により確められた稚内層は，深度 880m までで，それより以深は哨l幌層となっ

ている。

なお， J甘III日・ II 奇'!i可背斜の trtlm 11'( ・原 tIllの性状は第 2 表および、年~3 夫にしめした。

第 2 表れIi rn/J( 分析友

n TT I Si02 I~~2~3 I Ca Na I y?" I HN03P.H I .:l!V2 IAh03 va na K
1 (gil) 1 (gJ/)- I (gil) I (gil) I n I (gil)

増幌 8判。刷。叫 oω4.78371 -I 0.020

目梨 I 7.791 0 叫 o 叫 o 叫 5 叫 -I 0ω

lCl i I lBr lS02i ぬ lMg l 回主... ~. I '-''oJ£, I ~'OJ" I .0.""5 I 総監

(gil) I(gil) I(gil) I(gil) I(gil) I(gil) I (gil)

増幌 6吋 o 吋 o 叫 o 叫 1 明。吋 12 的2
円梨 l6m5!omo 叫。叩 2 問。叫 14 問

(I 北海道石油鉱業の現況と将米」より)

第 3表原油性状表

[>1<,- rtF I1~rH ,I, 1 r.Js=n.[パラフ|残留|ター[，，，，， .I，.nl
I l.l,*" [粘 度|凝同点|硫黄分i ハ|ー I: 八|泥オ八||比重し一一一一一 I l.trl. l~"\\\ II-YIL.._JT"'.....JJ I ィ/刀 i k素|ノ々 IV~/J\. 刀|色 村 i

130ーC150 CーI(OC) 1(ガ) I げの I (ガ) I(%)I(ガ) I

哨幌 1 0 叫 56.01 42.41 十 51 0.11i 4 叫 o 叫 5ol o51 暗青色
目梨 i om324304-30 以下 )0 叫 o 判 0 .4 41 18.81 0.21 濃緑色

(I 北海道石油鉱業の現状と将来 J より)
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPA 孔f

(Scale 1:50 ,000)

NUMAKAWA

(Asahigawa • 9)

By

kδji TakahashiandSh6zδIshiyama

(GeologicalSurveyofHokkaid6)

Resume

TheareaofNumakawasheetmapissituatedinlatitude45ー

10'-45ー20'N, andlongitude141°45'• 142°0' E , andislocatedinthe

centralpartoftheso-called“ Tempoku district"inthenorthern

Hokkaid6.

Topography

Thetopographyoftheareaisdividedintothemountaineous

zoneintheeast, andthehillyandlowland zoneinthewest.

TheformerincludesthebackbonerangeoftheTempokudistrict ,

showingrelativelylowmountains, about100--.300m abovethesea

level. Thehillyandlowlandzoneincludeslowmountainsabout

200m inaltitude, formingtheanticlineintheoilfields , andrelaｭ

tivelyflathillyplateausandlowlandsabout20--.80m abovesea

level.

Geology

ThegeologicsuccessionofthisareaconsistsoftheCretaceous,
Neogene, andQuaternaryformationsasshowninTable1.

1. Cretaceous
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Formation1
m

L lLowermember

TheCretaceousformationsformananticlinalstructureinthe

easternpart, andisdividedintotheUpperYezoGroupandHaｭ

kobuchiGroup.

UpperYezooGroup

MenashibetsugawaFormation: Thisisthelowermostforｭ

mationinthis area, andconsistsofthelowermemberchiefly

composedof mudstone, themiddllmembercomposedofalterｭ

nationofsandytu 旺 and sandysiltstone, andtheuppermember

composedmainlyofsiltstone. Inoceramuswajimensisfoundi:nthe

lowermemberindicatestheearlyUrakawan, whereastheupper
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memberhasInoceramusnαum αnni ， andI. ezoensis, showingthe

lateDr 叫cawan.

Kyusen-zawaFormation: Thisiscomposedofthealternation

ofsandstoneandsiltstonewithmarkedfacieschanges.Inoceramus

schmidtiisfound.

OrannaiFormation: Thisiscomposedofsandysiltstoneand

siltstone. Ill-preservedfossils , probablyMet αρlα centicer αs subtrｭ

istriatum?werefound. TheageisearlyHetonaian, sameasthe

Kyusen-zawaFormation.

HakobuchiGroup

SincetheHakobuchiGroupinthisarercannotbedividedinto

thesmallerunits, itiscalledIchannaiFormationasawhole.

Thisformationis mainly composed of medium-coarse-grained

sandstone, sometimesintercalatingconglomeraticparts. From

thepresenceofInoceramussikotanensistheformationisdetermined

asthelateHetonaian.

2. NeogeneTertiary

TheNeogeneformationsaredistributedonthebothsidesof

thebackbonerange, coveringunconformablytheCretaceousforｭ

mations. Thoseintheeasternsidearelimitedindistribution,
whereasthoseinthewesternsidearewelldevelopedinwider

area.

MagaribuchiFormation: ThisisthelowermostNeogeneforｭ

mationinthisarea, andiscomposedofthebasalconglomerate,

mediumtocoarse-grained sandstone, andsiltstoneinascending

order, andmanymarinemolluscafossilsarefoundinthem.

SoyaCoal-bearingFormation: Thisistheonlycoalbearing

formationintheTempokucoal-feildandcoversunconformably

theMagaribuchiFormationwithinterveningbasalconglomerate.

Theformationiscomposedmainlyofthemudstoneandthemeｭ

dium-tocoarse-grainedsandstone, intercalatingtu 百 beds and co ・

aI-seams. Plantfossilsareabundant.
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OnishibetsuFormation: Thisliesunconformablyonthe50ｭ

yacoal-bearingformationandiscomposedoffine-grainedsandsｭ

tone, withabundantmolluscafosssls.

MasuporoFormation: Thisisthemostextensiveformation

amongtheNeogeneformations , lyingconformablyontheOnishiｭ

betsu Formation, andiscomposedofmudstone, sandstoneand

csnglomerate Theformationischaracterizedbytheabnormal

sedimentaryfaciessuchasfalsebeddingorintraformationalfolｭ

ding.

WakkanaiFormation: Theformationiscomposedofthe

so-called“ hard shale."Thoughthisformationhasgenerallyaconｭ

formablerelationtotheunderlyingMasuporoFormationthrougｭ

houtthis area, adistinctclinounconformityisnoticedinthesouｭ

thernpartofthearea. Theformationiscomposedofhard, sliｭ

ghlytu 妊aceous ， siliceousmudstone, andsandymudstone, withabｭ

undantmarinemolluscafossils.

KoetoiFormation: ThisliesconformablyontheWakkanai

Formation, andiscomporedofsoft, massive, diatomaceoussnady

mudstone. Marinemolluscafossilsaswellasdiatomfosslisare

foundinthisformation.

YuchiFormation: ThisliesconformablyontheKoetoiForｭ

mationandconsistsmainlyofline-grainedsandstone.

SarabetsuFormation: ThisistheuppermostNeogeneforｭ

mation, andhasonlynarrowdistributioninthisarea. Thislies

ontheYuchiFormationwithconformity, andconsistsmainlyof

conlcmeraticsandstone.

ThegeologicageoftheNeogeneformationsaredetermined

fromthefossilsintheformationsasfollows: allformations

fromtheMagaribuchiFormationuptotheKoeotoiformationare

Miocene, andtheYuchiandSarabetsuFormationsarePliocene

IIIage.

3. Quaternary
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KeihokuFormation: Thisformationisdistributedinthe

relativelyflat , hillylands, about20-----80m abovethesealevelin

thew<)sternfalfoftheareamapped , andisdividedtoA andB

facies. TheA facies , distributedintheareaabout40---80m , in

height, iscomposedofgravelbedswithlarge boulders, whereas

theB facies , distributedinthearealessthan40m inheight, co・

nsistsofalternationof sand , gravelandclay beds, sometimes

intercalatingpeatlayers. FromtheMeniantesandinsectfossils

enclosedinthepeatstheformationisregardedasolderDilivium

III age.

LakeDeposits: Theyatedi~tributed inthe mounta ・ ineous

land , about150---170m abovethesealevel, intheeasternpartof

thearea. Theyarecomposedofrhythimcalalternationofunconｭ

solidatedsiltyclayandfinegravel-bearingsand layers, and are

interpretedasthesedimentsofthesameageastheKeihoku

Formationmentionedabove.

LowerTerraceDeposits: Riversterraces , about10m ineleｭ

vationaredevelopedalongtheMakubetsuandMenashibetsuriｭ

versandtheirtributaries. Theyarecomposedofgravelbeds

andbelongtothelowerterraces.

AlluvialDeposts: Itisdistributedalongthemainstreamsin

theareamapped, sometimesformingswampyland.Itconsistsof

clay, peatandrecentfluvialdeposits.

Geologicstructure

Thegeologicstructureoftheareamappedisdividedintotwo

partsbytheHoronobefaultrunningfromnorthtosouthinthecentral

partofthisarea. Theeastern partshowsa foldedstructure

composedoftheCretaceousandNeogeneformtionsaroundthe

backboneanticline. Thefoldedstructureismuchcomplicatedby

manyfaults , runningobliquely, orparallel to, oratrightangle

withthestrikesofthestrata. TheHoronbe fault , thelargest

oneinthisarea , runsnearlyparalleltothestrike , andiscovered
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bytheKeihokuFormationoftheDiluvium. Thewesternpart

ischaracterizedbythethreeoilfield anticlines, i.e., Masuporo,
SarakitomanaiandMenashi anticlines, arrangedinechelonin

NNW-SSEdirection.

乱1ineral resources

1. Coal

Theareacomprisesapartoftheso-calledTempokucoalfield,
inwhichtheSoyaandWakkanaicoalmineswereonceoperated

onlargescale. Atpre.sentonlyAkamatsuandAriakecoalmines

areworkedonsmallscale.

ThoughtheSoyaCoal-bearingFormationisdistributedonboth

sidesoftheBackboneAnticlinetotheeastoftheHoronobe fa 圃

ult, themajorcoalseamsarefoundonitswesternside.

Thesearefiveorsixworkableseams, about1......2m inaverage

thickness, attaining5m inmaximum. Thequalityofcoalis5 ,000

Calories, watercontent10---20% andashicontent5---40::;;.

2. PetroleumandNaturalGas

Theareamappedbeongstotheso-calledSoyaoil field, and

comprisesMasuhoro, MenaspiandSarakitomanaiOilfieldanticlｭ

ines.Ofthesethefirsttwoanticlinesproducedoilatonetime;

i.e.about8 ,000 klsince1923atMasuporo anticline, andabout

3 ,000 klsince1915atMenashianticline, butbothanticlinesprodｭ

ucenoneatpresent. ExplorationwellsweremadeatSarakitoｭ

manaianticlinein1951---1952, butnooilwasobtained.
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